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－ 成人おめでとう！ －
平成 28 年度香美町成人式

　1月 10 日、香住区中央公民館で「平成 28 年度香

美町成人式」が行われました。今年は 228 人の新成

人が大人の仲間入りをしました。

　式典前、新成人の皆さんは会場付近で記念撮影を

したり談笑したりと笑顔の花を咲かせていました。

（別冊「成人おめでとう」に関連記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

向
き
合
お
う
！ 

自
分
の
体

受
け
よ
う
！ 

町
ぐ
る
み
総
合
健
診

　

「
忙
し
い
か
ら
健
診
な
ん
て
」「
ま
だ
若
い

か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
人
が

突
然
倒
れ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、「
あ
る
日
突
然
」
起
こ
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
習
慣
病
を
起
こ
す
血
管
の
変
化
は
、
10

年
〜
15
年
か
け
て
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
の
間
に
痛
み
や
か
ゆ
み
、
だ
る
さ

な
ど
の
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
そ
ん
な
血
管
の
変
化
は
ど
う
す
れ

ば
分
か
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
健
診
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
年
に
１
度
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
あ

な
た
の
体
の
本
当
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

健
診
の
コ
コ
が
ス
ゴ
イ
！

① 

自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣
病
を
予
防
で

き
る
の
は
健
診
だ
け
！

　

病
気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。
健

診
で
予
兆
を
発
見
し
て
、
生
活
改
善
を
す
れ

ば
生
活
習
慣
病
は
防
げ
る
は
ず
。

② 

無
料
で
健
康
管
理
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
「
保
健
指
導
」
が

あ
り
ま
す
！

　

保
健
指
導
を
受
け
た
人
の
半
数
が
、
翌
年

の
健
診
で
健
康
状
態
が
改
善
し
ま
し
た
。

③ 

み
ん
な
で
健
診
を
受
け
れ
ば
、
み
ん
な
の

保
険
税
が
安
く
な
る
か
も
！

　

１
人
で
も
多
く
の
人
が
健
診
へ
行
く
こ
と

で
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
診
の
ホ
ン
ト
！

動
脈
硬
化
か
ら
血
管
を
守
る
！

　

平
成
27
年
度
に
受
診
し
た
３
６
１
１
名
の

中
で
、
異
常
が
な
か
っ
た
人
は
わ
ず
か
４
％

で
す
。
30
〜
40
歳
代
で
す
で
に
20
％
を
切
り
、

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
低
下
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。
ま
た
、
男
性
は
女
性
よ
り
異
常
が

な
か
っ
た
人
の
割
合
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

（％）

ＬＤＬ（悪玉）
コレステロール

ＨｂＡ1ｃ

収縮期（最髙）
血圧

血糖値

腹囲

拡張期（最低）
血圧

ＢＭＩ

中性脂肪

ＡＬＴ（ＧＰＴ）

尿酸値

ｅＧＦＲ

ＬＤＬ（悪玉）

図 2　平成 26 年度特定健診有所見者率

図1　平成27年度特定基本健診総合判定（異常なし割合）

（％）

～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳～

　

動
脈
硬
化
と
は
「
血
管
が
硬
く
な
る
こ

と
」
で
す
。
硬
く
な
っ
た
血
管
の
内
側
が
盛

り
上
が
っ
て
「
こ
ぶ
」
の
よ
う
に
な
っ
た
り
、

こ
ぶ
の
内
側
が
剥
が
れ
て
そ
の
先
の
細
い
血

管
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
硬
く

な
っ
た
血
管
は
も
ろ
く
、
破
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
危
険
性
が
増
す
だ
け

で
な
く
、
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
場
所

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
起
こ
り
ま
す
。

　

血
管
を
傷
つ
け
る
危
険
因
子
が
な
い
か
ど

う
か
を
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
健
診
で
す
。

高
血
圧
、高
血
糖
、高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
高
中
性
脂
肪
な
ど
は
血
管
を
傷
つ
け
る

危
険
因
子
に
な
り
ま
す
。　

　

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
国
保
加
入
者
の

特
定
健
診
結
果
で
は
※

有
所
見
者
率
が
高
い

も
の
か
ら
順
に
①
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
59
・
６
％
）
②
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
56
・
４
％
）

③
収
縮
期
（
最
高
）
血
圧
（
48
・
８
％
）
―

―
と
続
き
、
２
人
に
１
人
が
正
常
値
か
ら
外

れ
て
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
に
異
常

が
認
め
ら
れ
る
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
図
２
）。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

※有所見者率とは…
 　 　健診受診者のうち健診項目で何らか
の異常が認められた人の占める割合　
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知
ら
な
い
う
ち
に
、
あ
な
た
も
生
活
習
慣

病
予
備
群
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
診
で
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
は
ど
う
し
て
イ
ケ
ナ
イ
の
？

　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
の
会
場
に
香
美
町
い

ず
み
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
適
正
濃
度
に
調

味
さ
れ
た
み
そ
汁
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ

る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

体
に
よ
い
塩
分
濃
度
は
０
・
７
％
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
み
そ
汁
を
飲
ん
だ
９
５

２
人
に
家
庭
の
味
と
比
べ
た
感
想
を
尋
ね
た

結
果
、
約
３
割
の
人
が
「
薄
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
（
図
３
）。

　

食
事
で
多
量
の
塩
分
が
体
内
に
入
る
と
、

血
液
中
の
塩
分
濃
度
が
上
が
り
ま
す
。
そ
れ

を
通
常
の
濃
度
に
戻
す
た
め
に
、
血
管
内
へ

水
分
が
送
り
込
ま
れ
、
血
液
量
が
増
え
ま
す
。

増
え
た
血
液
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、
心
臓
は
、

よ
り
強
い
力
で
た
く
さ
ん
の
血
液
を
押
し
出

す
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
血
圧
が
上
が

る
」
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
普
段
か
ら
食
事
で
取
り
込
む
塩

分
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薄い

同じくらい

濃い

無回答

(58%)

(9%)

(32%)

(1%)

を
少
な無回答(1%)

図 3　みそ汁試飲アンケート結果

　

町
で
は
デ
ジ
タ
ル
塩
分
計
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
自
宅
の
汁
物
の
塩
分
を
知
る
こ
と

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

血
管
を
守
る
と
認
知
症
の
予
防
に
！

　

脳
梗
塞
な
ど
が
原
因
の
血
管
性
認
知
症
は
、

動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、
脳
内
の
血
管
を
守
る
こ

と
で
予
防
で
き
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

も
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
予
防
だ
け

で
な
く
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
！

　

が
ん
は
現
在
、
町
内
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ

プ
で
す
（
図
４
）。
が
ん
は
早
期
に
発
見
し

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
が
１
〜
２
㎝
程
度
の
時
期
、
つ
ま
り
、

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
治
療
率
は
良
く
な

り
ま
す
。
症
状
が
な
い
う
ち
に
、
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
「
が
ん
が
あ
る
」「
が
ん
が

な
い
」
と
い
う
結
果
が
分
か
る
ま
で
の
す
べ

て
の
過
程
で
す
。
途
中
で
精
密
検
査
を
受
け

な
か
っ
た
り
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
治
療
を

受
け
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
が
ん
検
診
の
効

果
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図
５
）。

悪性新生物
（ガン）

脳血管疾患

腎不全
心疾患

その他

肺炎
老衰

(27%)

(13%)

(13%)
(8%)

(7%)

(5%)

(27%)

図 4　平成 26 年度死亡原因（町内）図 5　がん検診の仕組み

健
診
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
子
連
れ
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
． 

無
料
の
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い

　

ま
す
。
子
育
て
中
の
人
も
安
心
し
て
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
病
院
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
健
診
は
必

　
　

要
な
い
の
で
は
？

Ａ
． 

通
院
中
で
も
健
診
は
必
要
で
す
。
病
気

　

を
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
健
診

　

と
保
健
指
導
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
を

　

見
直
す
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。
治

　

療
中
で
も
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

　

で
治
療
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

Ｑ
．
毎
年
受
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
正
常
値
の
範
囲

　
　

で
も
年
々
異
常
値
に
近
づ
い
て
い
る
項

　
　

目
に
気
づ
い
た
り
、
急
な
異
常
に
気
づ

　
　

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

　
　

変
化
を
見
逃
さ
ず
、
病
気
を
早
期
発
見

　
　

す
る
た
め
に
も
、
毎
年
受
け
る
こ
と
が

　
　

大
切
で
す
。

Ｑ
．
忙
し
く
て
受
け
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
．
病
気
を
発
症
し
て
通
院
や
入
院
す
る
こ

　
　

と
に
な
る
と
、
健
診
を
受
診
す
る
よ
り

　
　

も
時
間
も
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
健
診

　
　

に
か
か
る
の
は
少
し
の
時
間
で
す
。
年

　
　

 

に
一
度
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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確確定 告申申 早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
！

▲イータ君
（国税電子申告・納税システムキャラクター）

申告期間は22月1616日（火）から33月1515日（火）まで。
窓口が大変混雑しますので、お早めに申告してください。
●問い合わせ先　役場税務課・各地域局、豊岡税務署（℡ 0796・22・2101）

② 

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
の
創
設

① 

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
寄
附
金
税
額
控

除
の
特
例
割
合
の
拡
充

③ 

確
定
申
告
書
へ
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
の
記
載
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

入
」
で
も
申
告
を
！

入
」
で
も
申
告
を
！

所
得
に
応
じ
て
保
険
税
（
料
）
を
減
額
す
る

場
合
が
あ
り
、
介
護
保
険
料
の
算
定
に
も
影

響
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
中
に
収
入
が
な
い
人
で
も
「
町

民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」

で
申
告
す
る
と
保
険
税
（
料
）
が
減
額
さ
れ

ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
計
算
上
で
所
得

税
の
納
税
額
が
発
生
し
て
も
、
申
告
書
の
提

出
や
納
税
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
町
民
税
県
民
税
の
申
告
は
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
場
合
、
生
命

保
険
料
な
ど
の
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、

町
民
税
県
民
税
が
従
来
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

　
　

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

　
　

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

平
成
平
成
2828
年
度
の

年
度
の

　
　
　
　

主
な
税
制
改
正
点

　
　
　
　

主
な
税
制
改
正
点

▼ 

年
末
調
整
を
行
っ
た
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合

▼ 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

　

申
告
に
は
「
所
得
税
」「
町
民
税
県
民
税
」

「
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
」
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
す
べ
て
の
人
が
申
告

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

て
申
告
す
る
と
還
付
が
あ
る
場
合
や
、
ほ
か

に
収
入
が
あ
る
場
合
は
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

申
告
期
間
内
に

申
告
期
間
内
に

　
　
　
　

必
ず
申
告
を
！

　
　
　
　

必
ず
申
告
を
！

① 

１
つ
の
会
社
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の
人

（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
、
ほ
か
に
所

得
控
除
が
な
い
人

② 

今
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
収
入
（
１
４
８
万
円
以
下
）
だ
け
の
人
で
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
寄
附
金
税
額
控
除

に
つ
い
て
、
基
本
控
除
に
加
算
さ
れ
る
特
別

控
除
額
の
上
限
が
、
町
民
税
県
民
税
の
所
得

　

申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者
な
ど
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
行
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
先
団
体
数
が
５
団
体
を
超
え
な
い
場
合

は
、
納
税
先
団
体
に
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

申
告
を
行
わ
な
く
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

係
る
寄
附
金
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、
所
得
税
と
町

民
税
県
民
税
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
軽
減
を
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
特
例
制
度
の
適
用
を
受

け
た
場
合
は
、
所
得
税
の
軽
減
相
当
額
を
含

め
て
町
民
税
県
民
税
か
ら
ま
と
め
て
控
除
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
提
出
す
る
平
成
27
年
分
の
所
得
税
、

消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
は
個
人
番
号
の
記

載
は
不
要
で
す
。

　

翌
年
以
降
の
確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に

は
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
種
別
（
提
出
先
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
書

　

… 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
が
必
要
な

場
合
（
豊
岡
税
務
署
ま
た
は
役
場
税
務
課
、

各
地
域
局
）

町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

… 

①
、
②
以
外
で
所
得
税
の
申
告
が
必
要

が
な
い
場
合
（
役
場
税
務
課
、各
地
域
局
）

　

国
保
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

割
額
（
調
整
控
除
後
の
所
得
割
額
）
の
10
％

か
ら
20
％
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
戸

配
布
し
ま
し
た
「
平
成
28
年
度
町
民
税
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



5 －広報 ふるさと香美 2016.2
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
、
消
費
税
、

贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
確
定
申
告
書
の
作
成

や
提
出
、
各
種
税
金
の
納
付
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
・

確
実
な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
豊
岡
税
務
署
の
申
告
相
談

は
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く

午
後
４
時
ご
ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

所
得
税
な
ど
の

所
得
税
な
ど
の

　

申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て
！

　

申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て
！

申告・納税相談日程表
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場

合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

地区 会場 開催日
受付時間
（場所）

申告開始
時間

香住区 香美町商工会館
2月 24日（水）、3月 1日（火）
3月 4日（金）

9:30 ～ 16:00
（会場入口）

9:30

村岡区 香美町商工会村岡支所 3月 3日（木）
9:30 ～ 16:00
（会場入口）

9:30

◇税理士による無料申告相談

地区 会場 受付時間（場所） 申告開始時間

香住区 役場本庁舎 1階第 1会議室 8:30 ～ 15:00（香美ホール） 9:00

村岡区 村岡地域局 3階 303 会議室
8:30 ～ 9:00（地域総務係）
9:00 ～ 15:00（会場入口）

9:00

小代区 小代区総合センター 2階青年研修室 8:30 ～ 15:00（会場入口） 9:00

◇町納税相談 相談日はすべての地区で【 2 月 16 日（火）～ 3月 15 日（火） 】

※休日納税相談は行いません。

申告・納期限 口座振替日

所得税及び
復興特別所得税

3月 15日（火） 4月 20日（水）

消費税及び
地方消費税

3月 31日（木） 4月 25日（月）

贈与税 3月 15日（火） －

所得税などの申告・納期限一覧

申告書の作成は…

で !!

「確定申告書等「確定申告書等
  作成コーナー」  作成コーナー」
　国税庁ＨＰ「確定申告書等作成コーナー」で

は、画面の案内に従って金額などを入力すれば、

税額などが自動計算されて所得税、消費税の申

告書や青色申告決算書などを作成できます。

e-Taxe-Tax

書面で提出！

でデータ送信

または
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

災
害
に
備
え
よ
う
！

災
害
に
備
え
よ
う
！

〜
ツ
ナ
缶
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
を

〜
ツ
ナ
缶
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
を

作
っ
て
み
よ
う
〜

作
っ
て
み
よ
う
〜

　

前
号
で
は
災
害
発
生
時
に
役
立
つ
ア
イ
テ

ム
と
し
て
①
新
聞
紙
②
ポ
リ
袋
③
大
判
ハ
ン

カ
チ
―
―
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
引
き
続
き
「
身
近
に
あ
る
役
立
つ

ア
イ
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
災
害
時
の
停
電
対
策
に
も
な
り
、

食
料
の
備
蓄
に
も
な
る
ツ
ナ
缶
で
す
。
ツ
ナ

缶
を
使
い
簡
単
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

ご
み
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
、
北
但
行
政
事
務
組
合
℡
０
７
９
６
・
24
・
５
５
０
４

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

　

４
月
１
日
か
ら
北
但
ご
み
処
理
施
設
「
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」
で
の
ご
み
の
受
け
入

れ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

施
設
に
ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
場
合
に
は
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
で
の
ご
み
の

受
け
入
れ
は
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

直
接
持
ち
込
み
の
ル
ー
ル

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
へ
ご
み
を
直
接
持

ち
込
む
場
合
に
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

受
入
時
間

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
の

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

※ 

祝
日
・
年
末
年
始
は
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん

処
理
手
数
料

　

10
㎏
ま
で
ご
と
に
１
０
０
円

　

※ 

手
数
料
は
原
則
搬
入
時
に
施
設
で
現
金

納
付

搬
入
時
の
注
意
事
項

　

・ 

施
設
内
は
一
方
通
行
で
す
。
ま
た
、
制

限
速
度
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

・ 

荷
降
ろ
し
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

・ 

持
ち
込
む
前
に
ご
み
の
分
別
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

・ 

タ
イ
ヤ
や
瓦
な
ど
の
「
処
理
困
難
物
」

は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
は
４
月
１
日
か

ら
ご
み
を
受
け
入
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
施
設

建
設
工
事
の
試
運
転
期
間
を
利
用
し
た
も
の

で
す
。

　

７
月
31
日
ま
で
の
工
事
期
間
中
は
工
事
車

両
も
場
内
を
通
行
し
ま
す
。
安
全
確
保
の
た

め
、
直
接
搬
入
は
で
き
る
限
り
控
え
て
く
だ

さ
い
。

▲クリーンパーク北但へのアクセスマップ

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

用
意
す
る
も
の

・
ツ
ナ
缶
（
オ
イ
ル
漬
け
の
も
の
）

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
き
り

作
り
方

① 

き
り
で
ツ
ナ
缶
の
真
ん
中
に
穴
を
開
け
ま

す
② 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
半
分
に
切
り
、
丸
め
て
２

〜
３
㎝
の
こ
よ
り
を
作
り
ま
す

③ 

作
っ
た
こ
よ
り
を
穴
の
中
に
入
れ
、
先
端

を
１
㎝
ほ
ど
出
し
ま
す

④ 

こ
よ
り
に
オ
イ
ル
が
染
み
て
き
た
ら
火
を

つ
け
ま
す

　

意
外
と
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
火
は

約
１
時
間
燃
え
ま
す
。
芯
に
使
っ
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
タ
コ
糸
な
ど
に
替
え
る
と
も
っ
と
長

時
間
燃
え
ま
す
。
燃
や
し
た
後
の
ツ
ナ
缶
は

味
が
変
わ
る
こ
と
な
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

明
か
り
に
も
な
り
非
常
食
に
も
な
る
一
石

二
鳥
の
ツ
ナ
缶
を
、
ぜ
ひ
非
常
持
出
袋
に
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

ツ
ナ
缶
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
は
、
大
地
震
の
直

後
の
明
か
り
と
し
て
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
大
地
震
直
後
は
辺
り
に
木
く

ず
や
ほ
こ
り
、
が
れ
き
や
木
片
が
飛
散
し
、

大
変
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ツ
ナ
缶
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ

ウ
ソ
ク
な
ど
、
裸
火
を
つ
け
る
と
大
火
災
の

原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
が
落

ち
着
く
ま
で
絶
対
に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
多
様
な
介
護
予
防
と

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
全
体
で
提
供
し

よ
う
と
、
改
正
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
新

た
な
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」（
以
下
「
総
合
事
業
」）
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
町
も
４
月
か
ら
こ
の
事
業
を
開
始
し
、

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
介
護
や
生
活
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
多
様
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
「
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
地

域
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
２
つ
の
事

業
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

介
護
保
険
の
要
支
援
１
、
２
の
認
定
を
受

け
た
人
な
ど
を
対
象
に
行
う
も
の
で
す
。

・
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

　

 

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
よ
る
身
体
介
護
や
掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
生
活
支
援

・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　

 

通
い
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
教
室

な
ど

※ 

要
介
護
者
（
要
介
護
１
〜
５
）
の
人
は
従

来
ど
お
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。

一
般
介
護
予
防
事
業

　

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
介
護
予
防
活
動
の
実
施
や
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
掲

載
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
！

支
援
総
合
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
〜

〜
新
し
い
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

通通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

【事例】

　金のリサイクル会社を名乗り「電化製品の

部品には金が使われているものがある。自宅

で使わなくなった電化製品がないか見せてほ

しい」と電話があった。「そんなものはあり

ません。訪問も断ります」と言ってもしつこ

く聞いてくるので「電気ストーブなら」と言

うと、早速、担当者が自宅にやってきた。

　電気ストーブを見るなり「これには金が

入ってないので要らない」と言われた。する

と今度は、私が着けていた指輪を「見せてく

れ」としつこく迫ってきた。仕方がないので

見せると「２千円で買い取る」と言い出した。

早く帰って欲しかったのでその値段で売るこ

とにした。

【ひとことアドバイス】

◆ 「古い着物や使用していない電化製品などをリ

サイクルする」と言って訪問し、最終的に貴金

属やアクセサリーを買い取るといったものです。

◆ 玄関に上がり込んでしつこく迫る場合もあり、

注意が必要です。

◆ 別の貴金属を探しに別室にいる間に、大切な品

を奪われて、持ち帰られたというケースもあり

ます。

◆ 訪問買い取りは書面を受け取った日から 8日

間以内ならクーリングオフが可能で、その物品

の引き渡しを拒むことができます。

◆ お金になると言われても、よく考えてから判断

しましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

本当の狙いは貴金属！
～電化製品のリサイクルと称して～

４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
し
ま
す
！

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
！
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

「
ま
あ
い
い
か
」
妥
協
す
る
こ
と
の
多
く
な
り
気
楽

に
つ
れ
添
い
老
波
に
の
る　
　
　
　

岩
本 

道
代

今
年
も
ま
た
「
よ
う
き
ん
さ
っ
た
」
柴
山
へ
霜
月
六

日
は
カ
ニ
の
記
念
日　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

草
の
根
を
引
き
抜
く
よ
う
に
家
を
出
て
列
車
に
揺
ら

れ
て
わ
が
身
を
ほ
ど
き　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

ね
え
ち
ょ
つ
と
聞
い
て
ほ
し
い
と
見
上
げ
れ
ば
皇
帝

ダ
リ
ア
は
イ
ヤ
イ
ヤ
を
す
る　
　
　

川
端 

幸
代

鰤
の
背
を
ぶ
り
が
滑
り
て
揚
げ
ら
れ
し
六
百
本
の
競

り
の
鐘
鳴
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

荒
れ
狂
う
波
の
威
力
を
前
に
し
て
肝
心
要
は
妥
協
し

て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

餅
を
焼
く
に
お
い
ほ
の
か
に
漂
よ
い
て
も
ら
っ
て
う

れ
し
年
賀
状
と
ど
く　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

す
っ
ぽ
り
と
暮
れ
て
漁
火
ま
た
た
け
ば
夫
の
面
影
ふ

と
浮
か
び
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

タ
イ
ヤ
交
換
に
行
っ
て
く
る
ぞ
と
出
か
け
た
り
老
い

た
り
と
言
え
ど
頼
も
し
き
夫
ぞ　
　

沼
田 

和
代

「
モ
ツ
タ
イ
ナ
イ
」
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
意
味
で
す
か

二
十
歳
と
ふ
娘
は
真
顔
で
尋
ね
る　

原
田 

明
美

三
、
四
歩
あ
る
い
て
は
手
を
た
た
き
ま
た
こ
ろ
ぶ
隣

の
け
ん
ち
ゃ
ん
ぼ
う
や　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会

国
道
９
号
沿
道
地
域
沿
道
型
広
域
景
観
形
成
地
域
の
指
定
区
域
及
び
基
準
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
建
設
課
、
県
都
市
政
策
課 

℡
０
７
８
・
３
６
２
・
９
２
９
９

　

県
の
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
よ
り
「
国
道
９
号
沿
道
地
域
沿
道
型
広

域
景
観
形
成
地
域
の
指
定
区
域
及
び
基
準

（
案
）」
を
縦
覧
し
ま
す
。

指
定
案
の
概
要

指
定
の
趣
旨

　

国
道
９
号
は
但
馬
地
域
を
東
西
に
横
断
す

る
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
そ
の
沿
道
に
は

但
馬
独
自
の
美
し
い
景
観
が
広
が
り
、
景
観

上
重
要
な
地
域
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
国
道
９
号
沿
道
地
域
を
沿
道

型
広
域
景
観
形
成
地
域
に
指
定
し
、
大
規
模

建
築
物
や
広
告
物
な
ど
の
意
匠
や
色
彩
な
ど

の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
新
築
な
ど
の
行

為
に
つ
い
て
届
け
出
を
義
務
づ
け
、
必
要
な

指
導
、
助
言
を
行
う
こ
と
で
、
沿
道
景
観
の

連
続
的
か
つ
一
体
的
な
保
全
と
創
造
を
図
り

ま
す
。

景
観
形
成
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　

但
馬
の
東
西
を
結
ぶ
、
豊
か
な
自
然
に
包

ま
れ
た
暮
ら
し
と
お
も
て
な
し
の
空
間
を
保

全
・
創
造
す
る
沿
道
景
観
づ
く
り

指
定
の
範
囲

　

県
内
の
国
道
９
号
の
区
間
な
ら
び
に
こ
れ

か
ら
展
望
で
き
る
区
域
で
、
国
道
９
号
の
路

端
か
ら
５
０
０
ｍ
以
内
の
区
域
（
国
道
３
１

２
号
重
複
区
間
お
よ
び
景
観
形
成
地
区
を
除

く
）

届
け
出
が
必
要
と
な
る
行
為

・ 

高
さ
12
ｍ
を
超
え
る
、
も
し
く
は
建
築
面

積
５
０
０
㎡
を
超
え
る
建
築
物
の
新
築
な
ど

・ 

高
さ
12
ｍ
を
超
え
る
、
も
し
く
は
敷
地
面

積
５
０
０
㎡
を
超
え
る
工
作
物
の
新
築
な
ど

・
広
告
物
な
ど
の
表
示
ま
た
は
設
置

広
域
景
観
形
成
基
準

　

基
準
（
案
）
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
縦
覧
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
図
書

　

国
道
９
号
沿
道
地
域
沿
道
型
広
域
景
観
形

成
地
域
の
指
定
及
び
基
準
（
案
）

縦
覧
期
間

２
月
16
日(

火)

〜
３
月
１
日(

火)

平
日
の
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
お
よ
び
連
絡
先

・
役
場
建
設
課

・
県
都
市
政
策
課

・
但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

当
該
広
域
景
観
形
成
地
域
の
住
民
お
よ
び

利
害
関
係
者
で
指
定
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
県
知
事
宛
て
に
意
見
書
を
提
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 28年 1月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

記
後

編
集

　

１
月
17
日
。
あ
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
も
う
21
年

が
た
つ
ん
で
す
ね
。
あ
の
時
、

僕
も
宝
塚
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

あ
の
当
時
は
「
災
害
に
備

え
よ
う
」
な
ん
て
思
い
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
の
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど

を
見
る
と
、
や
は
り
平
時
か

ら
の
備
え
は
大
切
だ
と
あ
ら

た
め
て
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（12/21 ～ 1/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（12/21 ～ 1/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

１
月
９
日
、
毎
年
恒
例
の
新
春
ジ
ャ
ン
ボ
書
初
め
大
会
（
村
岡
区

中
央
公
民
館
・
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
共
催
）
が
村
岡
体
育
館
で
行
わ
れ
、

村
岡
、
小
代
区
の
小
中
学
生
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
石
清
水 

猿
尾
の
ご
と
く 

伸
び
る
白
滝
」。

こ
の
中
か
ら
学
年
ご
と
に
課
題
の
漢
字
が
割
り
当
て
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
題
字
を
２
枚
ず
つ
書
き
審
査
員
が
良
い
方
を
選
び
ま
す
。

　

１
・
２
ｍ
四
方
の
画
仙
紙
に
長
さ
約
40
㎝
の
大
き
な
筆
。
普
段
と

は
違
う
大
き
さ
に
子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
岩
」
の
字
を
書
い
た
中
尾
優ゆ

う

き希
さ
ん
（
村
岡
区
福
岡
）
は
「
筆

は
持
ち
に
く
か
っ
た
け
ど
大
き
な
字
が
書
け
ま
し
た
。
習
字
を
週
に

１
回
習
っ
て
い
る
の
で
字
を
書
く
の
が
好
き
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

特
選
▼
川
崎
未み

ひ

ろ紘
（
小
代
小
６
年
）

入
選
▼ 

西
村
華か

ほ歩
（
村
岡
小
１
年
）

　
　
　

中
村
駿し

ゅ
ん
た太
（
村
岡
小
３
年
）

　
　
　

田
路
華か

の

ん苑
（
村
岡
小
５
年
）

佳
作
▼ 

山
田
乙お

と

は葉
（
村
岡
小
１
年
）

　
　
　

岡
田
渉た

か
ふ
み郁
（
村
岡
小
２
年
）

　
　
　

中
尾
優
希
（
兎
塚
小
３
年
）

　
　
　

川
崎
敏は

る
た
だ伸
（
小
代
小
３
年
）

　
　
　

田
中
優ゆ

う

な奈
（
村
岡
小
４
年
）

　
　
　

小
林
夏な

つ

き綺
（
村
岡
中
３
年
）

　

昨
年
12
月
25
日
、
町
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
「
災
害

時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
、ま
た
、ゴ
ダ
イ
株
式
会
社
と
「
災

害
時
等
に
お
け
る
救
助
用
物
資
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」
を
そ
れ
ぞ
れ
締
結

し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
の
笠
原
治は

る
き
よ清
専
務
理
事
は
「
地
域

の
お
客
様
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
が
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
迅
速
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
浜
上
町
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
少
し
ず
つ
で

も
災
害
時
の
準
備
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ダ
イ
株
式
会
社
の
浦
上
晃て

る
ゆ
き之
社
長
は
「
地
元
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
災
害
時
に
は
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

浜
上
町
長
は
「
災
害
時
に
は
薬
な
ど
の
医
療
物
資
が
滞
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
町
と
民
間
団
体
と
の
災
害
時
応
援
協
定
締
結
は
12
団
体
と
な
り

ま
し
た
。

▲大きな画仙紙に力強く書く子どもたち

▲ 握手を交わすゴダイ株式会社浦上社長と浜上町長

▲ 握手を交わす NPO 法人コメリ災害対策センター笠原専務理事と
浜上町長

大
き
な
筆
で
元
気
よ
く
！

い
ざ
と
い
う
時
に
は
協
力
し
ま
す
！

新
春
ジ
ャ
ン
ボ
書
初
め
大
会
（
１
月
９
日
、
村
岡
体
育
館
）

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
な
ど
を
締
結
（
12
月
25
日
、
役
場
本
庁
舎
）
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軽
快
な
テ
ン
ポ
で
き
ね
を
つ
く
！

守
柄
区
千
本
き
ね
餅
つ
き
（
１
月
11
日
、
守
柄
公
民
館
）

　

１
月
11
日
、
香
住
区
守
柄
で
約
３
０
０
年
前
の

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
伝
統
行
事

の
「
千
本
き
ね
餅
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
か
つ
て
冬
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
農

耕
が
で
き
ず
、
凶
作
続
き
で
苦
し
ん
で
い
た
時
に
、

太
陽
の
恵
み
を
受
け
豊
作
を
祈
願
し
た
こ
と
が
始

ま
り
。
毎
年
１
月
11
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

餅
つ
き
は
４
人
の
男
性
が
四
方
に
分
か
れ
て
、

約
１
・
５
ｍ
の
き
ね
で
時
計
回
り
に
「
ホ
イ
ッ
、

ホ
イ
ッ
、
ホ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
つ
い

て
い
き
、
次
第
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
テ
ン
ポ
よ

く
餅
を
つ
き
上
げ
ま
す
。
リ
ズ
ム
よ
く
つ
い
て
い

▲ 餅を頭上高くに持ち上げるつき手の皆さん

く
と
周
囲
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
最
後
の
う
す
で
は
、
つ
き
手
が
き
ね
で
餅

を
頭
上
ま
で
上
げ
「
祝
い
歌
」
を
歌
い
な
が
ら

つ
い
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
し
た
髙
濵
剛

つ
よ
し

さ
ん
（
香
住
区
守
柄
）
は

「
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
に
思
え
た
け
ど
、
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
難
し
か
っ
た
で
す
。
特
に

み
ん
な
と
息
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
難
し
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
口
の
現
状
と
課
題
を
考
え
て
み
よ
う
！

香
住
高
校
総
合
学
習
（
１
月
15
日
、
香
住
高
校
）

　

１
月
15
日
、
香
住
高
校
の
総
合
学
習
の
時

間
に
「
香
美
町
人
口
の
現
状
と
課
題
を
考
え

て
み
よ
う
」
と
題
し
て
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
人
口
減
少
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
で
町
の
人
口
の
現
状
と
、

今
後
ど
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
て
い
る
の
か
を

学
び
、
高
校
生
の
視
点
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
は
同
校
の
普
通
科
２
年
生
約
80
人
を

対
象
と
し
て
、
役
場
企
画
課
の
職
員
が
講
師

に
。
昨
年
策
定
さ
れ
た
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
人
口
の
現
状
と
今
後
の
予
想
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
生
徒
た
ち
は
「
人
口
の
変
化
が
町
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
集
落

の
数
が
減
少
す
る
」「
高
齢
者
の
介
護
が
大
変

に
な
る
」「
就
職
場
所
や
小
売
店
が
減
っ
て
し

ま
う
」「
地
域
に
活
気
が
な
く
な
り
地
域
行
事

も
行
え
な
く
な
る
」
な
ど
と
言
っ
た
意
見
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
は
「
人
口
の
減
少
は
こ
れ
か
ら

先
も
続
く
こ
と
で
す
。
就
職
や
進
学
で
町
を
離

れ
た
と
し
て
も
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

▲町の今後について話し合う学生たち 

　

１
月
10
日
、
毎
年
恒
例
の
新
春
地
域
交
流
会
（
香
住
高

校
若
潮
寮
主
催
）
が
香
住
高
校
の
男
子
学
生
寮
「
若
潮
寮
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
に
は
県
内
全
域
か
ら
進
学
で
き

る
海
洋
科
学
科
が
あ
り
、
寮
に
は
但
馬
外
の
１
〜
３
年
生

ま
で
71
人
の
生
徒
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
普
段
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
人
に
寮
生
が
感
謝
の
気
持
ち
を
表
そ
う
と
、
平
成

19
年
か
ら
行
っ
て
き
て
今
年
で
９
回
目
。
当
日
は
寮
生
が

う
す
と
き
ね
を
使
っ
て
餅
を
つ
き
、
そ
の
餅
を
ぜ
ん
ざ
い

に
し
た
り
、
同
校
の
茶
道
部
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒

が
抹
茶
を
振
る
舞
っ
た
り
し
、
地
域
の
人
た
ち
を
も
て
な

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
地
元
の
人
は
「
地
域
の
交
流
が
で
き
る
こ
と

は
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ん
ざ
い
も
お
い
し

い
し
、
お
茶
も
上
手
に
た
て
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

の
寮
生
は
通
学
時
に
す
れ
違
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
！

若
潮
寮
新
春
地
域
交
流
会
（
１
月
10
日
、
香
住
高
校
若
潮
寮
）

▲ 力いっぱい餅をつく寮生たち
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役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
131

号
）
平
成
28
年
2
月
10
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

24）

6）

18）

5）

（平成 28 年 1月 1日現在）

19,095 人（－

9,148 人（ー

9,947 人（－

6,708 世帯（－

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
３
回

柴
山
小
学
校

学校の略歴

明治 8年 丹生小学校を上計村に設置

明治 15 年 校舎新築落成

明治 33 年 上計尋常小学校と改称

昭和 9年 校歌制定

昭和 22 年 口佐津村立柴山小学校と改称

昭和 29 年 校章制定

昭和 34 年 新校舎 10 教室をナンバ山に新築落成

昭和 36 年 体育館新築落成 4教室増築

昭和 50 年 創立百周年記念式典挙行

平成 3年 新校舎・新体育館竣工式

平成 20 年 但馬理科・生活科教育研究発表会

　

柴
山
小
学
校
（
川
元
康み

ち

の

り徳
校
長
、
58

人
）
は
「
自
主
・
敬
愛
・
協
同
」
を
校

訓
と
し
「
ふ
る
さ
と
柴
山
を
愛
し
、
優

し
い
心
で
共
に
考
え
高
め
合
う
子
ど
も

の
育
成
」 

を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
は
金
管
バ
ン

ド
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
４
〜
６
年

生
の
全
員
（
24
人
）
が
所
属
し
て
い
て
、

週
１
〜
２
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
但
馬
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」「
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」「
か

す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ
ま
つ
り
」
な
ど

で
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
と
の
つ
な
が

り
で
、
地
域
の
人
も
子
ど
も
た
ち
の
演

奏
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

海
の
近
く
の
学
校
と
い
う
こ
と
で
海

に
ま
つ
わ
る
活
動
も
多
く
行
っ
て
い
ま

す
。
但
馬
漁
協
柴
山
支
所
や
加
工
場
の

協
力
で
、
魚
料
理
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
松
葉
ガ
ニ
に
触
っ
た
り
、
加
工
場

を
見
学
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
子
浦
で
の
磯
観
察
や
、
３
年
生
は
香

住
海
洋
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
カ
ヌ
ー
教
室

を
行
う
な
ど
、
実
際
に
触
れ
、
自
然
を

感
じ
、
楽
し
む
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
「
子
ど
も
の
た
め
な
ら
」

と
教
育
へ
の
理
解
と
学
校
を
大
事
に
す

る
精
神
が
伝
統
的
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

川
元
校
長
は
「
と
て
も
素
直
で
一
生

懸
命
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
す
る
こ
と
で
失
敗
を
恐
れ
な

い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
香
住
小
学
校
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲かすみ松葉ガニ初セリまつりで演奏（11 月）

▲ 3年生のカヌー教室（7月）


